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論文審査の要旨（400字以内） 

 

 産婦人科医療では流産絨毛からの胎児染色体核型の診断は流産原因の特定

等のために重要である。しかし、絨毛検体には母体血が混入しており、胎児細

胞が分離できない場合、従来の方法では母体血の混入のために胎児核型の診

断が困難である。著者らは実験的に子供の DNA と母親の DNA が 0％から

10％ごとに 100％までの割合で含まれる混合試料を作成し、作成した混合試

料について一塩基多型 single-nucleotide polymorphism(SNP)アレイを用い

て DNAを解析し、得られた DNA情報から子供の核型を診断する方法を開発

した。また、母体血の混入のために従来法では胎児核型が判定不能であった流

産絨毛 2検体について、同様に SNPアレイを用いて母体血の混入率と胎児核

型を診断した。本方法は今後の症例で有用性が検討され、産婦人科医療に用い

られることが期待される。また、複数人の DNA が混在した混合試料の DNA

解析方法として移植医療や個人識別の分野での応用も可能と考えられる。 
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